
Bこ雨】こけ 叫~)こInmllT州11雄りては5例i~(l行く-し､tいいe.

~･;･守J;--､上かJ･;t｢痛Ii~某艮 (;I)()(lこi.i-:こlirii)t､こ1(l仁 ･:_:-T

術を行わなかった例では,勉U)動脈痛の術後発足された

が再出敵で死亡 Lたものや,符期*に再江別敵を起 Lたも

I.-i.t:_f･畑打 (う1-LILl(ゝし㌦苦いi.し､1-::∴汽-1.㍉. l~ミこ高1;lr t<し'.;～

等5例では 1例を二やのみ手術を行つたが,術前高度の vas-

ospasm を認め鹿渡の楽譜症を鞘こした. 他の 3例 も

P〔‥A ameurysm S例では4例をこ手術を行い3例は好結

果を得ている抄VA arleuTySm 8例では 3例に直達手

術を行つたが, 3例は符期中再出血で死亡 Lでいる,以

上33例率直遵手術を行った33例の成績は G榊鵡 7例,

;-l､i.ト0日1:iiiI∴1【1(iP川'E･.5'1'鋸 itl.宮､ト大､こl(i.1裾 T.情 ,

で決 Lて満毘すべき結果ではなかつたが,直透手術をこつ

いては覇者g)経験が芝 Lい所に大きな問題があると言え

ら.又晩期手術を計画 し 待蒼馴 コに蒋出血をみた例が 8

例ふよも_凍 たサ--船的虻術前の 6㌢adeの濃いものや多発

性a)私犯が多い事 も治療上大きな問題であるが,少な く

とも PCA,VA 動脈癖に閑 Lては動脈痛U)形や術前が)

G㌻atk をこよ-Jては早期手術を計画すべきである,手術

-1聖 上 特(LI~.nlhlPmい川∴llLl川け1-こiL･lll ∴丹吊i汗用冊至

に注意こする事が太助である†

3五倍頼 rTてかぎ謹責巧鷹のあった症例や反省させられた症例

などを呈′〕沈 ,治療上と邪 謂腰など来 りいて述べた.

射 後頭嵩動脈療 術中稚術後に問題 のあ った

症 桝
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基 EJ言 二ミ榊..I-＼'八 l}t(I.＼ ～)iTlt目し-r川111 Li=ttLll~1'ト‖1

し､I-I-り＼… 1こIlL､=川両lLLf川 鱒打 十㌦ 出 川帖 亘吊 ;事

後 ㌘王CA,誠A の閉塞と思われる症状壷1こより死亡 したサ

pTOXyma旦C糎pimg a)場合には, 糖に動脈硬化性或は

dissec血 欝ameurySm 等では術後亨抗敵小板療法等血

栓防止の為頼曽塘路払牽性が考えに凍 た. しか し 動脈

感に対 しては不完全治療であるため破裂時の危険性を考

慮する必要がある.

癖 磯 裂)で薫蒸土崩槽に蜜で強 く血液が鉱がっている

場合予後頚髄開頭では東森 息-Aの血液を除去できずヶまた

が得られないことが多い申我々の症例では後頭駕手術部

;∴･も了目上: し小付目1.･lltlI･こIi‖こlL,LlL上 守 畑 弓_､('さけ､t'亘杵
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出が不十分で,やむを得ず CVTjをこ変更 しているが,

これによって屯大脳領域の脳血管轡縄や,これによる多

発性梗塞を防払出来なかった.従ってそg)治療に際 して

言転 出さ紺恥LTi∵働 賦廟十 し･li川'illil 上7.I.級. いtH･i日日こil

LtTltll…tt･h てFI糾 し槽､トロ＼･iこirlliHLlI-t,.lrlトtllこ1出て行 ､

血液を除去 L,脳低樽に ｡istermaldTa豆rla琵eを厭 くこ

とがよいのではないかと考えている. しか し これ鮎綬

夢が東 きくなる敦盛があり,今後の検討説髄と考えてい

る.以上 2点につき問題授起 した.

5)後頭 蓋嵩脳動脈痛症例 の術後成績 か らみ た

手 術時期m検討

谷村 憲一 革=卜俣 政春
n鳥 肌Tl-'T..･い侶H 浩

6)椎骨脳底動脈癖の手術成績

小池 触判･軌Llr ･:L,辛.

磁 誕舞 き

更意諾藷克宗病院)

昭和53年より62年までの且0年間にくも膜下注目勉で発症

した軽骨脳底動脈癌は竣4人 摘5ニ1)であった.舶人中多

発性動脈庵1:lhノ､ト=0い1.巨 人軌賦癌 lj､､､畑鍾代数鴨

場 l)､･.L'丁:丁-∴f;‥ 十.動粧酢 l潮 位言 い ､･r畑 ま■

直逐 †刊 -後日 ミ:1.tilL､rTりl):1)(十1い･.I)1::i:巨.I)1':1

日1､;. 1ミ八､SU(1八 :こうJ卜. 1う∴ _･＼lL､.･＼::ド(_ド. ＼＼-～ll.･＼

_血lL,Ii日日二二iしい,lミ八 Ⅰ-i(､:＼:1t)は').1)i(I:＼ 拙 十 トト.

iL:㌔ ､ト.＼･'八 fLlさけ川･111:トト -~∴十 ･十.

嶺4人中予直遼寧術数息9例 摘3%)について圭に考察 し

了∴ ll-tt-mHlこ1上1日けりこ1日1 こ~千･i机 上 LL;＼香しl~-勅損壊

汗1雄!L i_)小rいtl､早期 T-･畑 ま111'町::八1_)I-Tト _目礼

之例であった.直逮手術による A汐監 不良例 9例につ

いて~詳 ト二極討 し∴ r-(･FIJl射■昌二∴い )精神症状 ･卜位脳

神経症:1~矩 1･:T.上巨}J.い11二日札 J-.,i率再亜ヒ裂 1回.高齢 苦

o)為の合併症 2例,手術時期をこ問題のあったもの 2例,

出血部位診断の聞達摘 こより蔽逮手術後,残 りQ)動脈感

より再出ぬ Lたもの 1例であった,淡に祷期中をこ蒋出血

をさ十 i,iI.も111)/)■All桝 ･ほ:'Ool:i;一十 再出 1'!L後軒連手術

に私ってゆげたもの 1餓 機は食倒死亡, うち嵐院時

(i.1･こi(ltゝか tt-mて早期 T術..;;{-救命言可能て.iこ､/-FT)と

/ELLトナ,L:/.もし1阜､. ./l例あ.･守∴
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4碩 沖25例 蟻7%)が死亡,うち直達筆術例が 6乳

首ヤハ叶L1.1･,いて検討 し-,･}∴

椎骨脳底動脈癌の芋鮪時期について :早期手術例では

AEBL の憩い例が多いが,手術拳接の養親によるものが

隻,L､.甘期中据 付fl廿 ′.I/,付帖 宅′∴ J't:-齢.入院時-(:71-こl(l'∴

cT 所見 血管撮影所見をこよ-｡てぼ解者の判断をこより畢

期手術が)例を増やしてゆきたいと考えている.

冒)後頭義窟脳動脈癖の手術成績

断片 弘.∴ ･小量 孝幸
l冊∴i -.-徳 ･′:;.;lrF 照 夫
杵1,木 腔 ∈震歳 晶 緊3

1978年 1月から摘隼7カ月間の破裂後頭義震動勝機で

は,手術例が28写非手術例が19例であった.手術例昭平

的牛齢にう1.(;歳 ∴ 里甘 さ1),畑､̀巨:')(町 井 T'･術例(11十

若い年齢をこ発生 しき男女差は且6日詔で,女性に多発 して

い!∴ 党iJLJ1-L;-信号. hこlトilこIrt川)古1ニJ'. tlこlHilこけ Lゞlいt､riくけ

(･tll･再1t､､圧汀 浩十･1(-)､ ＼-げ1(ゝhr.,17 IMドlいri川･irll■t､riりI-

急性期が9ァ藤急性期 (発症 7巨ヨ後)が1,晩期が18例

であった.非手術例は,高年齢が 1,鍔㌻ade不良抑

制 1川情 .LrrL,-Fiこ撃縮 1./･1:L卜川畑-､L'桝∵守-,,i/_.i畑う吊j二

懸 胴MmもamdK鵬n豆洩)と手術成績の関連をみると,

t<(-,ulrL,thhth廿巾.パけ-.lj"l例. LrrLl(h lllL!f町巨

{r.(Il粧 L,mlL､IVハ l倒しと'_‖川~lLリILllt､tlitiこtl砧tIL､＼lけ..

i,】･こl(lL-VLI,IIf姉 川上 し十.亜急トロ伸}111鮎 .;■i,rこltい

申(;十十 l_)i:･､1桝 ∴壬;､･､∴ 二､'､む‖ :̀('/11こ‖眉根 組員言

I![(lil町∴f;‥ 上,-:r_i-L. 9日十 十亘信託i ∴ 十･粧 TJ.伏 ＼(i

政経等が発現 しタ術7カ月後をこ噺 F時に窒息 して死亡 L

/J∴ LL,=晶､llLif{申 :.(;･.I:-5,.＼廿).,1∴L'.ト1_):tlゝl例

杏 1.ハ'さか 11町 ∴ミニ､ :]∴ L,rこItlt_､TVLTll例は トⅠト ::

ある､CT 琵rade(Fishe㌘)における予後をみると,早

粧㌻-r畑二 三tLT!･川lL,iTf‖'JlitlJ.(;..llj∴1.Ml)が 1.トr)

小 l仲巨 や,-､1:㌦ LTT･il(lt､rll.rVL十日町 〔[-1=至..付l∵辛-､

た.東急性期,晩期手術例では 琵丁ade Ⅰの3例中,G

,!1)Li二t?.i)が 1札 hTrこl(it､Tlt､~一浩 乙;1日】.(;::.7､L軋 ＼11)杏

i.I)ド ).).tLこ∴ i-＼'S が 1仲｣'::Ll:i‥予_.Lf!･こ1(lt､Ilト二-.言二

桝車 ＼11)十 L Si),jhIl町∴鰐- ∴ L,t･こl(1t､Tv二_'†坤巨

(~汗1二1.＼11)が 11'町∴iニト､∴. 卜_述､パ工 . こl】llt,!･i川-

ci㌘cuiatiom の脳動脈癌に比L予後は良好とはいえず,

今後の課髄であるヰ

轟き後頭 叢窟脳動脈療手術例の検討

::;]/Tl潮 TI-i廿早 巨[バこ

松村健 ･郎 高橋 英明 を藍深遠安欝鰯 院∋

近筑 前頭蓋儀破裂脳動脈癖に対する急性期手術は熱

論が〕庵 も㌔ところになっているが,練頭蓋駕のそれに対し

てぼ,手術成績か£濁 て芳恩後期拳鮪を疑問視する報告

転少な くないヰ側 頭予私共は過去6年間に経験 した後頭

姦嘗脳動脈療手術24症例の治療威厳を検討し 手術時期

と手技土の問題点につき若干の感触を述べた,

CA 9猟 破裂脳動脈療且6観 衆破裂8例.破裂脳動脈

痛 ･欄nT桝勺 ･帰 川jLl~1榊.::井川り八紘1刑 中と日朝いtl:1

t叩 .r‖町 I_LL＼ド(∴＼ ･l裾 ＼･'川(∴-㌔ Ifミ申 し∵:_:_'!jJL削手

術を行なった,

急性日計手拙 ～‖町 一棟(.i.!7fこ､(;lil.<tLItl＼＼丁()=tL･い‖1(,トし･こ11しゝ)

に L,川IllrL､し､い＼･Pl･).T例 心▲:＼1''l)二__'[拙 IL･1ト(＼＼ i

裾 ＼rIll(∴＼ ll町 , 11…1'.l･;ltt､(晶こ山il巾･1剛 心:＼-

t叩 1例)であった書 十方,未破裂 胡慢性期手術16例で

言 L,州(Il押目.m''(ltlrlt､1榊 ilう111-ド(､八 1桝1..～,＼.(_,I.(､

め--jた書すなわちヲこれだ3殿手術成績かgJは従来の親祭

をこ反 し号恩性期手術が明だ〉かに優る結果をえた.予後不

良因子に㌦)いてみると†脳膜む管れん縮語例 (seVeyだ i

榊,しい;i砧 1回､. J㍉侶射上目iil,日トH.tlrL,l例,古､1日h

ニ_lllrlJl十章一十 十77.和 打(汗こlIlt､.NJ'lト叫f捜 }∴lL~

虻は両者ぎ賃離こ差はない.急性期の手術繰榊 こついてはラ

脳室 ドレナ-ジかど)の髄液除去予かルビウス裂の十分な

解放,dotの洗潅 ☆吸引除去などで脳を shT豆ka綴eさ

せると灘に9最少隈の脳圧排で広い視野をえて,坤PmaCh

から ci由pin鼠に至るまで芳脳底都の密通枝を決 して損

傷させない細心の注意が藍賓であると考えられた∴

9､3後頭蓋濱動脈療術後不良例の反省

沼 健-警 :悪業 信窟 儲 還緒 拓琶∋
植付 行刑

最近の5年間に18例の後頭蓋嘗動脈藤 津FAラをこ対

し 直達術を行った.SAH で発症 も/た15例のうち,及2

例は PFA の破裂タ 3例は未破裂,残る3例は他疾患

をこて CT,脳血管写で発見された未破裂 ㌘FA である,
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